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1
バックアップとリカバリについて

次も参照:

• 想定する知識
• リポジトリ、データベースおよびファイル・システム
• 回復順序

想定する知識
このガイドは、Oracle Enterprise Performance Management System製品をインストール、構
成および管理する管理者を対象としています。次のスキルと知識を有していることを想定し
ています:

• セキュリティおよびサーバーの管理スキル
• オペレーティング・システム(OS)の管理スキル
• Webアプリケーション・サーバー管理スキル
• Oracle Internet Directory、Lightweight Directory Access Protocol(LDAP)、Microsoft Active

Directory、Secure Sockets Layer(SSL)の使用など、認証プロバイダを含む、所属組織の
セキュリティ構造に関する深い知識

• リレーショナル・データベース管理システム(RDBMS)に関する熟練した管理スキル
• ファイル・システムを含む所属組織のデータベースおよびサーバー環境に関する深い理解
• 所属組織のネットワーク環境やポート使用に関する深い理解

リポジトリ、データベースおよびファイル・システ
ム

多くの Oracle Enterprise Performance Management System製品で、製品に必要なアイテム
を含むリポジトリが使用されます。リポジトリのコンテンツは製品によって異なります。製
品リポジトリによって、RDBMSを使用するもの、ファイル・システムを使用するもの、
RDBMSとファイル・システムの両方を使用するものがあります。
データベースのバックアップ・タイプ
コンピューティング環境に応じて、複数のデータベース・バックアップ・タイプを使用でき
ます。
Oracleデータベースのバックアップおよびリカバリの詳細は、Oracle Databaseバックアッ
プおよびリカバリ・ユーザーズ・ガイドを参照してください。
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物理バックアップ
物理バックアップは、物理データベース・ファイルのコピーです。たとえば、ローカ
ル・ディスク・ドライブからデータベース・コンテンツを別の安全な場所にコピーす
ることは物理バックアップになります。
物理バックアップでは、ホット・バックアップとコールド・バックアップが可能です:

• ホット・バックアップ - ホット・バックアップ中、ユーザーはデータベースを変更
できます。バックアップ中に行われた変更はログ・ファイルに保存され、このロギ
ングされた変更が適用されて、データベースとバックアップ・コピーとの同期が行
われます。ホット・バックアップは、完全バックアップが必要であり、コールド・
バックアップのようなシステム・ダウンタイムがサービス・レベルで許可されてい
ない場合に使用します。

• コールド・バックアップ - コールド・バックアップ中、ユーザーはデータベースを
変更できないので、データベースとバックアップ・コピーは常に同期します。コー
ルド・バックアップは、必要なシステム・ダウンタイムがサービス・レベルで許可
されている場合にのみ使用します。

物理バックアップでは、完全バックアップと増分バックアップを実行できます:

ノート:

定期的なコールド完全物理バックアップをお薦めします。

• 完全 - 制御ファイル、トランザクション・ファイル(REDOログ)、アーカイブ・フ
ァイル、データ・ファイルなどのデータベースの一部が含まれるデータ・コピーを
作成します。このバックアップ・タイプでは、元のデータを復元できるので、アプ
リケーション・エラーからデータを保護し、予想外の損失を防げます。このバック
アップは、データの変更頻度に応じて、1週間または 2週間に 1度行ってくださ
い。バックアップ中ユーザーによる変更ができない完全コールド・バックアップを
お薦めします。

ノート:

データベースは、完全物理バックアップの際には必ずアーカイブ・ログ・
モードであることが必要です。

• 増分 - 最後の完全物理バックアップの後に行われた変更のみバックアップします。
ファイルはデータベースによって異なりますが、原則的には、最後のバックアップ
以降作成されたトランザクション・ログ・ファイルのみアーカイブされます。増分
バックアップでは、データベースの使用中にホット・バックアップを行うことも可
能ですが、データベース・パフォーマンスが低下します。

バックアップに加え、クラスタリングやログ・シッピングを使用してデータベース・
コンテンツを保護することを検討してください。Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストレーションおよび構成ガイドおよび RDBMSのドキュ
メントを参照してください。

第 1章
リポジトリ、データベースおよびファイル・システム
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論理バックアップ
論理バックアップはデータをコピーしますが、ある場所から別の場所に物理ファイルをコピ
ーすることはしません。論理バックアップは、データベース、表またはスキーマを移動また
はアーカイブしたり、データベース構造を確認したりするために使用します。
完全論理バックアップでは、オペレーティング・システムなどの使用するコンポーネントが
異なる環境間で次のアイテムをコピーできます :

• アプリケーション全体
• Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリおよび Oracle Essbaseキューブなどのデ
ータ・リポジトリ

• スクリプト、データ・フォーム、ルール・ファイルなどの個々のアーティファクト
論理エクスポート・バックアップでは、バイナリ・ファイルに書き込むすべての表データを
取得するために必要な SQL文が生成されます。論理エクスポート・バックアップには、物理
ディスクの場所など、データベース・インスタンス関連情報が含まれないので、別のデータ
ベース・マシンに同じデータを復元できます。物理バックアップが失敗したり、データベー
ス・マシンに障害が発生した場合に備えて、定期的な論理エクスポート・バックアップ(少な
くとも 1週間に 1度)をお薦めします。
ライフサイクル管理によるバックアップ
Oracle Hyperion Foundation Servicesとともに提供される Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemライフサイクル管理を使用して、論理バックアップを実行
できます。Oracle Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理ガイド
を参照してください。
ファイル・システムのバックアップ・タイプ
ファイル・システムの完全バックアップには、システム・ディレクトリ全体が含まれます。
たとえば、EPM Oracleホーム・ディレクトリのバックアップでは、インストール済の EPM
System製品がすべてバックアップされます。次のタイプと頻度のファイル・システム・バッ
クアップを実行することもできます:

• インストール後 - 製品を再構成する場合に作成または変更されたディレクトリ
• 日次増分 - 前日以降の新規の、または変更されたディレクトリとファイル(リポジトリ・
コンテンツとログ・ファイルを含む)

• 週次完全 - 日次増分バックアップを実行するディレクトリ内のすべてのファイル
• 必要に応じて - 不定期に変更されるデータ

回復順序
Oracle Hyperion Shared Services、および Shared Services用にバックアップしたコンポーネ
ントを復元してから、他の製品を復元します。

第 1章
回復順序
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注意:

EPM Systemコンポーネントは、Shared Servicesリポジトリとの間で情報の
読取りおよび書込みを頻繁に行うため、Oracle Enterprise Performance
Management Systemコンポーネントのバックアップと復元操作を同期させ
ることが重要です。たとえば、バックアップから Shared Servicesを復元す
る場合は、同時に作成したバックアップから登録済 EPM Systemコンポーネ
ントを復元する必要もあります。

第 1章
回復順序
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2
共通バックアップ・タスク

次も参照:

• バックアップの準備
• データベースのバックアップ
• ファイル・システムのバックアップ
• OS設定のバックアップ

バックアップの準備
コールド・バックアップを開始する前に次のタスクを完了しておく必要があります:

• 製品を停止し、すべてのユーザーがログオフしていることを確認します。
• すべての関連サービスを停止します。Oracle Enterprise Performance Management

Systemインストレーションおよび構成ガイドの EPM System製品の開始と停止を参照
してください。

• Oracle Hyperion Foundation Servicesデータベースをバックアップします。

ノート:

Oracle Enterprise Performance Management System製品に対してホット・バック
アップを実行することもできますが、いくつかの制限があります。これらについて
はこのガイドの後半で説明します。これらのバックアップは同時に実行する必要が
あります。

データベースのバックアップ
次のデータベースをバックアップします:

• Oracle Enterprise Performance Management Systemのアプリケーション・データを格納
するデータベース

• Oracle Hyperion Shared Servicesリポジトリ
Shared Servicesリポジトリには、ほとんどの製品の構成設定を格納する Oracle Hyperion
Shared Servicesレジストリが含まれます。また、ネイティブ・ディレクトリ、プロビジ
ョニング情報および Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspace
のプリファレンスも含まれます。インストールおよび構成の直後に完全な物理バックア
ップを行うことをお薦めします。

個々の EPM Systemコンポーネントをバックアップする手順については、このガイドのコン
ポーネント固有の項を参照してください。Oracle Hyperion Foundation Servicesのバックア
ップの手順は、EPM Workspaceと Shared Servicesを参照してください。
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製品アプリケーションで使用するデータの保管または抽出に使用するデータベース
も、ベンダーのドキュメントに従ってバックアップします。次の EPM Systemコンポ
ーネントについては、データベース・コンテンツの定期的なバックアップをお薦めし
ます:

• Foundation Services

• Oracle Hyperion Calculation Manager

• Oracle Data Relationship Management

• Oracle Hyperion Financial Management

• Oracle Hyperion Financial Close Management

• Oracle Hyperion Planning

• Oracle Hyperion Profitability and Cost Management

• Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Edition

次の製品はリポジトリ・データベースを使用しません:

• Oracle Smart View for Office

• Oracle Hyperion Provider Services

ファイル・システムのバックアップ
次の Oracle Enterprise Performance Management System製品には、ファイル・シス
テムの定期的なバックアップをお薦めします:

• Oracle Hyperion Foundation Services

• Oracle Data Relationship Management

• Oracle Hyperion Financial Management

• Oracle Hyperion Planning

• Oracle Hyperion Profitability and Cost Management

次のアイテムを毎日バックアップすることをお薦めします:

• EPM_ORACLE_INSTANCE/config (Oracle Hyperion Shared Servicesレジスト
リに書き込まれている構成と再構成の設定をバックアップ)

• MIDDLEWARE_HOME/user_projects/domains/domain name (EPM System
WebLogicドメイン・ディレクトリ)

ノート:

このアイテムは、Webアプリケーション・サーバーを必要とする製品に
対してのみ適用されます。

• EPM_ORACLE_INSTANCE/import_export (Oracle Hyperion Enterprise
Performance Management Systemライフサイクル管理のコンテンツがある場所)

• 製品アプリケーションとアプリケーション・データ
• Windows環境:

第 2章
ファイル・システムのバックアップ
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– Windowsレジストリ: HKEY_LOCAL_MACHINEとそのすべてのサブキー

ノート:

いくつかの EPM Systemコンポーネントについては、固有のサブキーのみ
をバックアップする必要があります。これらについては、各コンポーネント
のバックアップ手順を参照してください。

Windowsレジストリをバックアップしておくと、Windowsを再インストールしたと
きに、システム・リカバリが使用可能になります。OS設定のバックアップを参照し
てください。
次の製品には適用できません:

* Oracle Smart View for Office

* Oracle Hyperion Provider Services

OS設定のバックアップを参照してください。
– %CommonProgramFiles%/InstallShield/Universal
– %USERPROFILE%//oracle.instance (製品の追加、除去、再インストールおよびアップ
グレードを可能にします)

• 次の環境:

– .oracle.instances (製品の追加、除去、再インストールおよびアップグレードを可
能にします)

– $HOME/InstallShield/Universal
– $HOME/oraInventory
– ユーザー・プロファイルなどのファイル、カーネル調整パラメータ、編集した.init
ファイル

– /etc (システムレベル設定)

– ユーザー・ホーム・ディレクトリ(非表示のファイルとサブディレクトリ内のユーザ
ーレベル設定)

– /usr、/lib、/platform (静的システム情報)

– /var (システム・ログとスプール)

ユーザー・ホーム・ディレクトリと、アプリケーション固有のディレクトリまたはファイ
ル・システムをバックアップする必要があります。復元手順を定期的にテストすることを
お薦めします。

新しい製品をインストールする場合やパッチを適用する場合は、(インストールしたすべての
製品をバックアップするために)EPM Oracleホーム・ディレクトリをバックアップします。
ディレクトリとファイルは、別の場所にコピーしてバックアップします。OS付属のユーティ
リティ(Windows 2003バックアップ・ユーティリティなど )や、サードパーティのバックアッ
プ・ユーティリティを使用することもできます。障害時には、これらのコピーを元の場所に
戻すことにより復元を行います。

第 2章
ファイル・システムのバックアップ
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OS設定のバックアップ
Windowsのレジストリ設定と、Windowsおよび Linux環境の特定のシステム変数をバ
ックアップする必要があります。
Windowsレジストリ設定のバックアップ
Windowsレジストリ(HKEY_LOCAL_MACHINEとそのサブキー)をバックアップしておく
と、Windowsの再インストール時にシステム・リカバリが使用可能になります。

ノート:

いくつかの Oracle Enterprise Performance Management Systemコンポーネ
ントについては、固有のサブキーのみをバックアップする必要があります。
これらについては、各コンポーネントのバックアップ手順を参照してくださ
い。

Windowsの regeditコマンドを使用してレジストリ・ファイルを作成することによ
り、システムと製品コンポーネントをバックアップできます。障害が発生したら、レ
ジストリ・ファイルを実行して、コンポーネントを復元できます。

ノート:

次の手順は、Oracle Smart View for Officeまたは Oracle Hyperion Provider
Servicesには適用されません。

regeditでコンポーネントをバックアップするには:

1. 「スタート」、「ファイル名を指定して実行」の順に選択します。
2. regeditと入力し、「OK」をクリックします。
3. 左側のパネルでコンポーネントのサブキーを右クリックし、「エクスポート」を選
択します。

4. レジストリ・ファイルの保存先を選択し、.reg拡張子付きのファイル名を入力し、
「保存」をクリックします。

例 2-1 システム変数のバックアップ
HYPERION_HOMEおよび EPM_ORACLE_HOMEシステム変数をバックアップすることをお薦
めします。

ノート:

この推奨事項は Smart Viewには適用されません。

第 2章
OS設定のバックアップ
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3
Foundation Services

次も参照:

• EPM Workspaceと Shared Services

• Calculation Manager

• Smart View

EPM Workspaceと Shared Services
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceと Oracle Hyperion
Shared Servicesで、ファイル・システムおよびデータベースが共有されます。

ノート:

Shared Servicesのバックアップは、プロビジョニング・データを保持するため、製
品のバックアップと同期する必要があります。

ファイル・システムのバックアップ
EPM Workspaceと Shared Servicesのファイル・システムをバックアップするには:

1. EPM Workspaceをインストールまたは再構成した後に、ストレージ・デバイスまたは別
のネットワークの場所に次のフォルダをコピーします:

• EPM_ORACLE_INSTANCE

• MIDDLEWARE_HOME /user_projects/domains/ domain name

ノート:

これは、マシンにインストールおよび構成された Oracle Enterprise
Performance Management Systemの全コンポーネントを対象とした 1回だけ
のバックアップです。

2. EPM_ORACLE_INSTANCE/configの次のサブフォルダについて、週次完全バックアッ
プまたは日次増分バックアップを実行します:

• FoundationServices
• Foundation
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ノート:

EPM_ORACLE_INSTANCE/config/foundationの 11.1.2.0サブ
フォルダには、回復に必要な.reg.propertiesが含まれています。

3. オプション: 履歴情報のみを含む MIDDLEWARE_HOME/user_projects/
domains/domain name/servers/managed server name/logsの月次バックアッ
プまたは週次バックアップを実行します。

EPM Workspaceおよび Shared Servicesの復元
障害後に EPM Workspaceと Shared Servicesを復元するには:

1. Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリを含む、バックアップしたすべてのコ
ンポーネントを回復します。
コピーされたディレクトリとファイルを元の場所に配置します。

2. すべての製品と関連サービスを再起動します。Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストレーションおよび構成ガイドの EPM System製品
の開始と停止を参照してください。

データベースのバックアップ
EPM Workspaceと Shared Servicesのデータベースをバックアップするには:

1. データベース・システム表に移動します。
2. Oracle RDBMSを使用する場合は Shared Servicesおよび EPM Workspaceスキ
ーマをバックアップし、それ以外の場合は SQL Serverデータベースをバックアッ
プします。

別のサーバーへのデータベースの復元
あるサーバーのデータベースをバックアップし、(たとえば、1つ目のデータベース・
サーバーが保守中であるために)2つ目のサーバーに復元する場合、WebLogic管理コン
ソールを使用してデータ・ソースと reg.propertiesファイルを更新する必要がありま
す:

別のサーバーへデータベースを復元するには:

1. データ・ソースを更新します:

a. WebLogic管理コンソールから、「サービス」、「dataSource」、
「EPMSystemRegistry」の順に選択します。

b. 「接続プール」タブで、2つ目のサーバーのユーザー名、パスワードおよび
JDBC URLを指定します。

c. 保存して変更をアクティブ化をクリックします。
2. テキスト・エディタで reg.propertiesを開き、ユーザー名、パスワードおよび

JDBCサーバー URLを更新します。
reg.propertiesファイルは、EPM_ORACLE_INSTANCE/config/foundation/
11.1.2.0にあります。
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3. Shared Servicesを開始します。

Calculation Manager
障害後の回復を可能にするために必要なのは、RDBMSのドキュメントの説明に従って、
Oracle Hyperion Calculation Managerで使用するデータベースをバックアップすることのみ
です。また、万一の備えとして、次のことができます:

• EPM_ORACLE_HOME/products/Foundation/CALC内の製品コンポーネントをバックア
ップします。

• MIDDLEWARE_HOME/user_projects/domains/domain name/servers/managed
server name/logsの週次完全バックアップまたは日次増分バックアップを実行します。

Smart View
障害後に Oracle Smart View for Officeの回復を使用可能にするには、Smart Viewのデータを
含む Microsoft Officeドキュメントを別の場所にコピーします。
次のファイル・タイプが含まれます:

• XLSと XLSX (Excel)

• DOCと DOCX (Word)

• PPTと PPTX (PowerPoint)

障害から回復するには、バックアップされた Microsoft Officeドキュメントを元の場所に戻し
ます。

第 3章
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4
Essbaseコンポーネント

Essbaseインスタンスのライフサイクルを管理する柔軟性を完全に確保し、障害時リカバリ
を提供するためには、アプリケーションとインスタンスの両方のレベルで Essbaseバックア
ップおよび復元計画が必要です。詳細は、Essbaseのバックアップおよび復元を参照してく
ださい。

ノート:

関連サーバー内で構成されたファイル ESS_ES_HOME/bin/essbase.propertiesは、
Java API (JAPI)を使用して EPM製品用にバックアップする必要があります。
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5
Financial Performance Managementアプリケーション

次も参照:

• Planning

• Financial Management

• Tax Provision

• Financial Close Management

• Tax Governance

• Profitability and Cost Management

Planning
障害からの Oracle Hyperion Planningの回復を使用可能にするには:

1. 共通バックアップ・タスクの説明に従って、関連コンポーネントをバックアップします。

ノート:

Planningシステム・データベースおよび個々のアプリケーション・データベー
スのすべてを必ずバックアップします。

アプリケーションおよび関連アプリケーション・データベースのバックアップには次のア
イテムが含まれている必要があります:

• Oracle Essbaseに含まれるアプリケーション
• Planningのデータベース・プロバイダ
• 必要な Planningコンポーネント

ヒント:

Windowsレジストリ全体をバックアップするのではなく、Planningの、HKLM/
Software/Oracle* nodesキーと HKLM/System/CurrentControlSet/Services/
Oracle*キーのみをバックアップできます。

2. アプリケーションの Essbaseアウトライン・ファイルをバックアップします。
3. Essbaseデータの完全エクスポートをバックアップします。
4. Essbaseに関連付けられている計算スクリプトと代替変数をバックアップします。
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5. Planning共有ライブラリが含まれるファイル・システム・フォルダをバックアッ
プします:

• 32ビット: EPM_ORACLE_HOME/products/Planning/lib
• 64ビット: EPM_ORACLE_HOME/products/Planning/lib64

6. Linux: Planningに関連付けられている起動ファイルなど、カスタム・スクリプトを
バックアップします。

7. EPM_ORACLE HOME/common/planning/11.1.2.0/lib内の共通コンポーネント
をバックアップします。

8. EPM_ORACLE_HOME/products/Planningディレクトリのバックアップに次の
ファイルが含まれていることを確認し、含まれていない場合は手動でこれらをバッ
クアップします:

• log4J.properties
• essbase.properties

障害後に回復するには:

1. すべての製品と関連サービスを停止します。Oracle Enterprise Performance
Management Systemインストレーションおよび構成ガイドを参照してください。

2. バックアップされたファイルとディレクトリを元の場所に配置します。
3. Planningデータベースを復元します。
4. すべてのサーバーとサービスを再起動します。
Essbaseコンポーネントも参照してください。

Financial Management
すべてのアプリケーション・サーバーとWebサーバー上で次の手順を使用して、
Oracle Hyperion Financial Managementをバックアップします。
Financial Managementの回復を使用可能にするには:

1. 1サイクルに 1回、完全データベース・バックアップを実行します:

a. Financial Management Webサービスおよび Financial Management Javaサー
ビスを停止します。
• Oracle Hyperion Financial Management - Javaサーバー (epmsystem1)

• Oracle Hyperion HFMサーバー - Java Webアプリケーション
(epmsystem1)

b. 関連プロセス xfmdatasource.exeを停止します。
2. Oracle Hyperion Shared Servicesレジストリをバックアップします。
3. カスタマイズされたスタイル・シートをバックアップします。
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ノート:

Oracle Hyperion Shared Servicesをバックアップする必要もあります。

アプリケーション・サーバーまたはWebサーバーの障害から回復するには:

1. 障害が発生したアプリケーション・サーバーまたはWebサーバー上で Financial
Managementを再インストールして構成します。

2. 新しく構成したサーバー上で Financial Managementのすべてのプロセスおよびサービ
スを停止します。

3. バックアップされたファイルを元の場所に復元します。
4. サービスを再起動します。
データベース・サーバーの障害から回復するには:

1. すべてのアプリケーション・サーバーとWebサーバー上で Financial Managementのす
べてのプロセスおよびサービスを停止します。

2. 前回の完全バックアップからデータベースを復元し、必要に応じてトランザクション・ロ
グを適用します。

3. データベースを再起動します。
4. アプリケーション・サーバーとWebサーバーを再起動します。

Tax Provision
Oracle Hyperion Tax Provisionのリカバリを有効にするには、Financial Managementで説明
する手順に従います。

Financial Close Management
Oracle Hyperion Financial Close Managementデータのリカバリを有効にするには、データベ
ースをバックアップします。ホット・バックアップまたはコールド・バックアップを実行で
きます。データベースのバックアップ・タイプおよび RDBMSのドキュメントを参照してく
ださい。
テスト環境を作成するために、本番環境のクローンを作成する方法の詳細は、My Oracle
Supportのナレッジ記事 1903665.1 (https://support.oracle.com/rs?type=doc&id=1903665.1)
で、単一ノード環境用の手順を参照してください。

Tax Governance
Oracle Hyperion Tax Governanceのリカバリを有効にするには、Financial Close
Managementで説明する手順に従います。

第 5章
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Profitability and Cost Management
障害からの Oracle Hyperion Profitability and Cost Managementの回復を使用可能にす
るには:

1. 共通バックアップ・タスクの説明に従って、関連コンポーネントをバックアップし
ます。

2. Profitability and Cost Managementのインポート・ステージング領域と運用デー
タ・ストアをバックアップします。
リレーショナル・データベースのバックアップ・ツールを使用します。これにはス
クリプト作成やスケジューラ・スクリプトの使用が含まれることがあります。

3. Oracle Essbaseアプリケーション、データベース、計算スクリプトおよびデータ・
フィルタをバックアップします。
Essbaseコンポーネントおよび Oracle Essbaseデータベース管理者ガイドを参
照してください。

障害から回復するには、バックアップされたコンポーネントを元の場所に復元し、デ
ータベースを復元します。
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6
Financial Reporting

Financial Reporting
Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Systemライフサイクル管理を使用し
て、Oracle Hyperion Financial Reportingのドキュメント・リポジトリをバックアップします。
ドキュメント・リポジトリをバックアップするには:

1. Oracle Hyperion Enterprise Performance Management Workspaceにログインします。
2. 「ナビゲート」メニューから、「管理」、「Shared Services Console」の順に選択します。
3. 「アプリケーション管理」で、「アプリケーション・グループ」ノードを展開して、「デフ
ォルト・アプリケーション・グループ」を展開します。

4. 「ドキュメント・リポジトリ」を右クリックして、「エクスプローラ」をクリックします。
5. バックアップするリポジトリ・オブジェクトを選択して、「エクスポート」をクリックし
ます。

6. 「ファイル・システム・フォルダ」にわかりやすい名前を入力して、「エクスポート」をク
リックします。

7. 「アプリケーション管理」で、「ファイル・システム」ノードを展開して、エクスポートし
たファイルを右クリックして、「ダウンロード」をクリックします。

共通バックアップ・タスクの説明に従って、エクスポートされたファイルを、他のアーティ
ファクトとともにバックアップします。
EPM_ORACLE_INSTANCE\binの ziplogs.batユーティリティを使用してログ・ファイ
ルをダウンロードできます。
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7
データ管理

次も参照:

• Data Relationship Management

• FDMEE

Data Relationship Management
Oracle Data Relationship Managementは、ユーザーが作成するアプリケーションごとに個別
のデータベースとスキーマを使用します。
障害からの Data Relationship Managementの回復を使用可能にするには:

1. 共通バックアップ・タスクの説明に従って、関連コンポーネントとアプリケーション・デ
ータベースをバックアップします。

2. EPM_ORACLE_HOME/products/DataRelationshipManagement/server/configにある
次のファイルをストレージ・デバイスに定期的にバックアップします:

drm-config.xml - そのマシンでホストされているすべての Data Relationship
Managementアプリケーションの接続情報

3. Web.Configを編集する場合は常に EPM_ORACLE_HOME/products/
DataRelationshipManagement/client/drm-client-application/Web.Configをバック
アップします。

4. 自動プロセスの実行に使用される Data Relationship Managementバッチ・クライアント
のスクリプトをバックアップします。これらのファイルの場所は、バッチ・クライアン
ト・プログラムを実行するコンピュータによって異なります。

5. Data Relationship Management移行ユーティリティによって (アーカイブのために)作成
された XMLファイルをバックアップします。これらのファイルの場所は、移行ユーティ
リティを実行するコンピュータによって異なります。

障害後に回復するには:

1. コピーされたデータベースおよび構成ファイルを元の場所に復元します。
2. データベースのパスワードを構成ファイルに再入力します。

FDMEE
クラッシュ後に Oracle Hyperion Financial Data Quality Management, Enterprise Editionのリ
カバリを有効にするには、マッピング表およびデータ・ステージング表を格納するデータベ
ース・スキーマを定期的にバックアップします。
障害後に回復するには、ディレクトリを元の場所に復元し、データベース・ベンダーのドキ
ュメントを参照して、データベースを復元します。
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